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令和２年度大阪大学未来基金「学部学生による自主研究奨励事業」研究成果報告書  
ふ り が な 



























































申請先学部  文学部 採択番号 No.4    
和漢朗詠集の排列について―七夕項目を中心に― 













二一二 憶得少年長乞巧 竹竿頭上願糸多 白  
二一三 二星適逢 未叙別緒依依之恨 五更将明 頻驚涼風颯颯之声 美材  
二一四 露応別涙珠空落 雲是残粧鬟未成 菅  
二一五 風従昨夜声弥怨 露及明朝涙不禁 
二一六 去衣曳浪霞応湿 行燭浸流月欲消 菅三品  
二一七 詞託微波雖且遣 心期片月欲為媒 輔昭  
二一八 天の川とほき渡りにあらねども君が舟出は年にこそ待て 人丸  
二一九 ひととせに一夜と思へど七夕のあひ見む秋の限りなきかな 貫之  


















































二一二 不詳 男 
様式６ 
申請先学部  文学部 採択番号 No.4    
二一三 明け方 二星 
二一四 明け方 織女 
二一五 翌朝 織女 
二一六 翌朝 織女 
二一七 八日以降七日以前 織女 
二一八 八日以降七日以前 織女 
二一九 七日の夜 二星 




































































     七夕 
二四七 憶得少年長乞巧 竹竿頭上願絲多 七夕 白 

























































































































































































二三九 織女  二四五 牽牛 
二四〇 織女  二四六 牽牛 
二四一 牽牛  二四七 織女 
二四二 織女  二四八 織女 











一三四 あまの河水かげ草の秋風になびくを見ればときはきぬらし  
ふかやぶ 
様式６ 



























































一五九 七日の夜 牽牛 
一六〇 七日の夜 織女 
一六一 七日 牽牛 
一六二 七日の夜 牽牛 
一六三 七日の夜 牽牛 
一六四 翌朝 織女 
一六五 八日以降 織女 
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 『拾遺和歌集』を「時間軸」と「主体」の観点でまとめると左のようになる。 
 
一四二 七日の夜 牽牛  一四九 不詳 織女   
一四三 七日の夜 織女  一五〇 七日の夜 二星 
一四四 七日以前 織女  一五一 不詳 織女 
一四五 七日の夜 牽牛  一五二 七日の夜 織女 
一四六 七日の夜 人   一五三 不詳 織女 
一四七 七日の夜 牽牛  一五四 七日 人 























申請先学部  文学部 採択番号 No.4    
新日本古典文学大系『後撰和歌集』 
新日本古典文学大系『拾遺和歌集』 
『新編国歌大観』（日本文学ウェブ図書館） 
上平真由美「『古今集』の七夕歌」 
松浦友久編『漢詩の事典』 
田中幹子「公任の『和漢朗詠集』の編纂方法私見」  
奥村郁子「『和漢朗詠集』の撰集意識について―「蛍」をめぐって―」 
杉谷寿郎「後撰集秋部の排列」 
田中智子「古今和歌六帖「雑思」の配列構造─古今和歌集恋部との比較を中心に─」 
平田喜信「作品としての古今和歌六帖」 
（出版社、発行年月日は資料内に記載／最終閲覧日は二〇二一年一月八日） 
 
 
 
